
「倉敷市下水道全体計画見直し（案）」ついての 

パブリックコメント集約結果 

 

「倉敷市下水道全体計画見直し（案）」について，「倉敷市パブリックコメント手続要綱（

平成２１年１２月８日告示第６８３号）」に基づき市民の皆様から広く意見を募集しましたが，

その結果は次のとおりです. 

記 

１ 意見等の件数 

 ０人 ０件 

２ 意見を募集した案件 

意見募集時の公開資料 

 ・倉敷市下水道全体計画見直し案（要約版） 

 ・倉敷市下水道全体計画図（案） 

 ・パブリックコメント意見書 

・【参考】倉敷市下水道全体計画見直し案 概要説明資料 

３ 今後の予定 

平成２７年度中に，今回決定しました倉敷市下水道全体計画について，岡山県に図面や整

備計画調書などを提出します。 

４ 参考 

意見募集期間 平成２７年１２月７日（月）～平成２８年１月６日（水） 

 

 

 

 

 

 

（担当課） 

倉敷市環境リサイクル局 

下水道部 下水計画課  



 
 
 
 背 景 
 
 
 
 
 
      見直し手法 
 
 
 
 
 
 
 
 
      見直しにおける主な変更条件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 見直し結果 

項 目 

 

 計画案 

下水道計画面積 

全体計画面積 

(ha) 

今回縮小面積 

(ha) 

現行全体計画 14,400 ― 

今回見直し案 12,900 1,500 

 

近年の少子化問題とこれに伴う人口減少，厳しい財政状況など 
汚水処理施設整備を取り巻く社会情勢が大きく変化 

さらに効率的な下水道整備を行うため，現行の下水道全体計画を見直す必要あり 

「持続的な汚水処理施設構築に向けた都道府県構想策定マニュアル（案） 
－平成 2６年１月 国土交通省・農林水産省・環境省－」に基づく 

 集合処理（公共下水道など）と個別処理（合併処理浄化槽）で 
経済的な整備ができるよう，区域設定を行う。 

 ①（集合処理に要する費用） 下水処理場・管きょの建設費及び維持管理費 
 ②（個別処理に要する費用） 合併処理浄化槽の建設費及び維持管理費 
①＜②の場合，集合処理による整備 ②＜①の場合，個別処理による整備 

倉敷市下水道全体計画見直し案（要約版）  

見 
 
 
 
 
 
 
 

直 
 
 
 
 
 
 
 

し 

浄化槽の耐用年数の変更 
各種法令および施設の使用実績による修正 
（現行全体計画）26 年間→（今回見直し全体計画）32 年間 

将来人口の変動 

平成 47 年（将来の下水道計画の策定は 20 年後を想定） 

 人口   平成 27 年 483,537 人→平成 47 年 476,320 人 

 世帯人口 平成 27 年 2.37 人→平成 47 年 2.26 人 

計画汚水量の減少 
生活スタイルの変化や技術の進歩により節水化が進む 
（現行全体計画）222,000ｍ3/日→（今回見直し全体計画）198,000ｍ3/日 


